
守
ゴ
ミ

T
U

L

川一分
J

ノ
ぬ
口
白

近
世
後
期
の
海
運

菱
垣
廻
船
と
樽
廻
船
の
海
運
競
争

砂
糖
の
洩
穣
と
杉

本
茂
十
郎
の
裁
定

澗
荷
を
め
ぐ
る
菱
釘
一
廻
船
と
将
廻
船
の
海
運
競
争
の
な
か
で
の
妥
協
点
は
、

，七
七

前
述
明
和
七
年
（

O
）
と
そ
れ
を
再
度
確
認
し
た
安
、
氷
二
年
（
一
七
七
一
一
一
）
の
杭
術
協
定
で
あ
っ
た
（
的
資
）
。

し
か
し
そ
の

後
も
積
荷
仕
法
は
守
ら
れ
ず
、
得
廻
船
へ
の
洩
積
が
続
い
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
菱
臨
遡
船
は
老
朽
化
し
た
船
舶
の

修
取
や
補
充
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
ま
た
相
次
ぐ
難
破
船
を
補
填
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
た

め
櫓
廻
船
へ
の
洩
績
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
も
な
り
、
菱
商
一
廻
船
は
年
な
お
っ
て
衰
微
に
向
か
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
加
え
て
七
品
の
両
積
仕
法
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
積
荷
が
笠
場
し
て
き
た
。

そ
れ
が
砂
糖
で
、
天
明

六
年
（
一
七
人
六
）
ご
ろ
よ
り
、
十
組
問
屋
の
う
ち
薬
種
問
屋
に
属
す
る
一
部
の
砂
糖
商
人
が
、
秘
か
に
樽
廻
船
に
洩
聴
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
時
あ
た
か
も
天
明
期
の
酒
造
統
制
が
強
化
さ
れ
、
江
戸
新
下
り
酒
が
大
艇
に
削
減
さ
れ
た
時
期
だ
け
に
、
神
廻

船
の
側
に
と
っ
て
も
沼
荷
に
代
わ
る
下
積
荷
物
と
し
て
、
砂
糖
は
魅
力
あ
る
積
荷
で
あ
っ
た
。
低
運
賃
と
迅
速
性
に
加
え
て
安

全
性
の
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
栂
廻
船
は
、
確
か
に
十
総
問
屋
仲
間
内
部
の
緩
み
と
相
ま
っ
て
、
他
の
菱
府
一
週
船
積
荷
主
を
ひ
き
つ

648 近i~：社会の変革手第四主主



け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
洩
棋
を
行
っ
て
い
た
砂
糖
商
人
は
、
文
化
四
年
（

六
軒
お
よ
び
薬
機
関
毘
に
属
し
て
い
な
い

軒
止
な
合
わ
ぜ
、
新
た
に
砂
糖
問
屋

入

O
七
）
に
、
本
町
組
・
大
伝
馬
町
組
の

北
米
縁
関
陸
五
一
軒
の
う
も
の
砂
糖
取
扱
商
人

株
一
七
軒
を
た
て
、
毎
年
金
千
阿
の
冥
加
金
を
上
納
し
た
い
と
町
奉
行
所
に
出
願
し
た
。
こ
れ
ら
一
七
軒
の
砂
糖
問
屋
は
、
株

そ
こ
で
薬
種
間
崖
の
う
ち
の
他
の

立
て
に
よ
っ
て
砂
糖
の
江
戸
積
送
り
を
独
占
し
よ
う
と
意
図
し
た
の
で
あ
る
。

冗
軒
と
十
総
問
屋
は
、
翌
文
化
五
年
一
七
軒
の
砂
糖
問
屋
が
得
廼
船
へ
の
洩
績
を
し
な

近iiJ：後期の海運第六節

変煩~船図（と 19世紀初JV]・下：表妥協）

C:f:i-:Jj：謙治「U:P海運と弁才船J〕

写真 140

い
よ
う
に
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
こ
の
裁
定
を
依
航
さ
れ
た
の
が
当
時
十
組

間
農
の
な
か
の
定
飛
脚
問
屋
を
営
ん
で
い
た
杉
本
茂
十
郎
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
杉
本
が
示
し
た
裁
定
案
は
、
川
一
七
軒
の
砂
糖
問
屋
に
限
り
冥
加
金
千

両
を
上
納
し
て
、
砂
糖
を
怜
廻
船
に
積
み
入
れ
る
特
権
を
認
め
る
、
同
残
り
一
一
一
一
ム

粁
の
薬
務
問
屋
取
扱
い
の
荷
物
は
す
べ
て
菱
窓
酒
船
に
松
み
入
れ
る
、
同
砂
糖
問

屋
株
は
一
七
軒
の
者
の
み
な
ら
ず
、
他
の
薬
穏
問
屋
（
一
一
一
五
軒
）
全
部
に
も
免
許
す

る、

で
、
こ
の
案
は
町
奉
行
所
、
菜
種
問
屋
、
十
組
問
屋
の

者
い
ず
れ

。〉

も
が
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
砂
糖
洩
約
一
件
の
訴
訟
は
昨
培
よ
く
解
決
を
み
た

の
で
あ
る
。

菱
館
一
廻
船
積

仲
簡
の
結
成

砂
糖
洩
税
一
一
件
の
内
紛
を
ま
と
め
あ
げ
た
杉
木
茂
十
郎
は
、
そ

の
手
腕
を
か
わ
れ
て
、
文
化
去
年
に
江
戸
十
組
問
屋
仲
間
の
郎
、

近 j!I:i張史編斑649 



取
と
な
り
、

十
組
問
医
仲
間
の
裕
一
制
強
化
に
乗
り
出
し
た
。

ま
ず
文
化
五
年
一
月
に
布
令
さ
れ
た
菱
阿
廻
船
都
仲
間
の
結
成
令

を
訴
に
、
江
戸
間
屋
商
人
を
菱
一
知
一
週
船
積
仲
間
に
結
集
す
る
こ
と
に
努
め
、
菱
担
廼
船
に
杭
み
A
A
n

い
を
約
束
し
た
荷
主
に
は
、

た
と
え
十
組
問
屋
仲
間
以
外
の
者
で
あ
っ
て
も
、
従
米
の
十
組
問
屋
仲
間
の
恒
例
に
し
た
が
っ
て
、
海
難
に
よ
っ
て
生
ず
る
海

引
を
分
約
一
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

つ
い
で
菱
阻
廻
船
そ
れ
肉
体
の
勢
力
投
間
後
と
し
て
は
、
部

に
船
腹
の
増
強
を
阿
る
た
め
、
各
問
屋
が
共
同
出
資
し
て
十
日

船
の
修
理
と
新
造
船
の
建
造
を
積
極
的
に
進
め
、
合
わ
せ
て
一

O
O般
の
菱
担
廻
船
を
保
有
す
る
こ
と
、
第
一
一
に
十
組
問
屋
仲

刊
は
一
致
協
力
し
て
仲
間
定
法
の
規
約
を
遵
守
す
る
こ
と
の
一
一
カ
条
を
十
組
問
屋
に
提
示
し
、
そ
の
承
諾
の
も
と
に
実
行

手
し
た
の
で
あ
る
コ

さ
ら
に
文
化
六
年
に
は
杉
本
の
主
明
に
よ
っ
て
、
江
戸
に
二
一
橋
会
所
が
設
ム
比
さ
れ
た
。

」
の
会
所
設
立
の
日
的
は
、
菱
一
知
一
廻

船
の
復
興
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
弱
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
江
戸
間
尿
の
流
通
独
占
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
菱
山
一
廻
船
か
ら
入
港
ご
と
に
一
般
銀
一
一

O
O匁
の
寄
付
金
（
入
港
料
）
を
徴
収
し
て
積
み
立
て
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
こ
の
案
で
は
、
年
間
延
べ
問

O
O般
、
そ
の
徴
収
額
銀
八

O
貫
目
、

0
ヵ
年
で
は
金
に
換
算
し
て

一二三一雨、

」
れ
を
江
戸
大
川
筋
の
、
氷
代
橋
、
新
大
橋
、
大
川
橋
の

一
橋
の
修
周
到
用
に
充
当
し
、
そ
の
修
初
出
を
十
組
問
屋
仲
間
で
引
き
受

け
る
と
同
時
に
、
三
機
会
所
と
い
う
金
融
機
関
を
設
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
十
如
問
屋
仲
間
は
一
八
紛
に
拡
張
し
、
落

J
＼
〉

fm、
羽
主
土
一
り
ド
＼

H
J
U
3・
万
五
l
f
f

五
O
耐
に
注
し
て
い
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
文
化
六
年
六
月
そ
の
半
棋
の
問
。
じ
江
河
を
一
一
一
橋
会
一
昨

に
貸
付
の
形
式
で
預
金
す
る
特
典
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
橋
会
所
は
、
当
時
に
お
け
る
一
換
の
金
融
機
関
と
し
て
の
役
割
を
も
ち
、
杉
本
は
こ
の
金
融
力
を
背
景
に
、
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十
組
問
屋
仲
間
の
掌
擦
を
ば
か
り
、
も
っ
て
そ
の
再
開
問
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
文
化
八
年
以
降
に
は
、

構
会
所
は

幕
府
の
米
怖
政
策
の
御
用
機
関
と
化
L
、
そ
の
代
償
と
し
て
文
化
十
年
五
月
に
は
江
戸
中
の
諮
問
隠
の
株
数
を
一
九
九
五
人
に

限
定
し
、
新
規
加
入
を
も
禁
じ
た
流
通
独
占
を
、
幕
府
か
ら
公
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

し
か
し
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
「
江
戸
買
物
独
案
内
L

に
み
え
る
菱
題
廻
船
問
屋
別
廻
船
数
は
五
四
般
で
、
こ
れ
は
明
和

七
年
引
の
一

O
六
般
に
く
ら
べ
る
と
か
な
り
の
減
少
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
西
宮
・
大
坂
な
ど
の
崎
町
廻
船
は
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
、
菱
釘
廻
船
杭
荷
物
を
も
洩
較
し
、
菱
垣
廻
船
は
樽
姻
船
に
対
抗

し
き
れ
ず
、
文
政
八
年
に
は
そ
の
数
わ
ず
か
一
一
七
般
に
ま
で
激
減
し
、
こ
こ
に
待
廻
船
の
発
展
に
よ
っ
て
全
く
圧
倒
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

文
化
期
の
よ
方
・

江
戸
間
海
難
状
況

寛
政
期
以
降
に
お
い
て
、
江
戸
・
上
方
開
の
商
業
と
そ
の
問
屋
経
常
に
与
え
た
海
郊
に
よ
る
損
失
の
程

ぃ
肢
が
か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
実
証
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
表
山
は
天
間
的

四
年
か
ら
天
保
二
年
（
一
八
三
こ
に
い
た
る
四
八
年
間
の
菱
蹟
廼
船
損
害
額
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
平
均
一
一

O
般
の
難

破
船
、
荷
打
・
説
痛
船
が
あ
り
、
そ
の
損
害
額
は
約
二
万
両
に
述
し
て
お
り
、
こ
れ
が
い
か
に
多
郡
の
も
の
で
あ
っ
た
か
が
恕

近世後期の海運

定
さ
れ
よ
う
。
ま
た
天
明
四
年
よ
り
亭
和
一
一
一
年
（
一
八
O
一
一
一
）
ま
で
の
こ

0
年
間
の
損
害
額
は

八
般
で
一
一
一
五
万
九

O
八
六
両

で
あ
り
、
こ
れ
を
亭
和
三
年
の
十
組
仲
間
加
入
の
問
屋
軒
数
一
一
一
四
七
軒
で
割
る
と
、

一
軒
あ
た
り
平
均
の
損
害
額
は
約

五
両
に
も
述
す
る
こ
と
に
な
る

c

第六節

文
化
五
年
に
、
杉
本
茂
十
郎
が
十
組
問
髭
仲
間
の
再
編
を
決
意
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
海
難
状
況
の
続
発
に
対
処
し
て
、

海
上
輸
送
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
杉
本
に
よ
れ
ば
、
十
組
問
屋
仲
間
の
衰
退
は
寸
菱
垣
船
表
徴
に
槌
ひ
、
船
数
悉

lit :l!I 日主史編lll6ぅz



遣さ額廻麟昔話損被害額

…一竺…一 関 ［年数［詳噌島高｜損答布！
……一~…一一滋「 荷分

天明 Hド（1784）～寛政5年（1193)I 10 i 1s1 1 195, 650. 1 

寛政6年（1794）～本和3年（問3)I 10 I 127 I 163, 435. 3 

文化 1年（1804）～文化10年（1813)I 10 i 155 ! 148, 303目 3

文化11年（1814）～文政6年（1823)! 10 : 343 i 222, 868. 3 

交政 7年（1824）～文政10年（1827)I 4 i 109 I 114, 432. 3 

文政11年（1828）～天保2年（1831)! 4 I 88 ! 94, 343. 2 

表 169

1,003 48 三一口
メ主、
3ニ1

く
相
減
じ
、
猶
叉
十
組
問
屋
数
も
相
減
じ
候
根
元
は
、
海
上
船
手
不
取
締
り
よ
り

事
発
す
る
L

と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
十
組
仲
間
の
再
建
は
「
船
仕
法
弁

仲
間
取
締
法
」
を
ま
ず
確
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
十
組
問
屋
仲
間
の
緊
急

淵
剛
胆
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
上
方
・
江
戸
間
の
海
難
続
発
の
事
態
は
、
菱
痘
廻
船
の
み
に
限
ら

資料守11間関13記J c•続、御三j｝史料i'iit'i!J=, 2) 

ず
、
事
情
は
樽
廻
船
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
除
廻
船
関
係
史
料
か

ら
、
文
化
四
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
樽
廻
船
の
海
難
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
西
宮
酒
造
家
山
弁
久
兵
衛
が
書
き
と
め
た
凶
誌
の
「
四
井
毘
久
兵
衛
覚
之

本
し
で
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

文
化
四
年
十
月
十
一
一
一
・
十
八
日

両
度
一
一
一
州
路
よ
り
一
旦
州
迄
の
問
、
大
風
雨
烈
し
く
大
小
船
数
凡
そ
九
十
般
難

船
破
船
こ
れ
あ
り
、
溺
死
移
し
、
そ
の
無
事
な
る
船
下
旬
到
着
、
水
主
の
削

し
に
云
う
、
沖
近
き
海
上
に
鴎
多
く
集
り
府
り
た
る
故
、
漁
船
網
を
入
れ
し

に
、
思
ひ
ょ
ら
、
ず
溺
死
骸
凡
そ
石
田
十
人
余
も
か
か
り
た
る
ま
ま
、
漁
人
お
の
お
の
仰
天
い
た
し
、
早
速
地
頭
へ
訴
え
出

h

一
七
伝
ド
七
1
j

v
、J
I
1
3
J
ノP
A

｝

4

‘rh
’t
i
 

イ↑
f
f
z

た
る
よ
し
、
当
年
は
江
戸
と
い
い
、
そ
の
ほ
か
人
々
の
関
じ
お
び
た
だ
し
く
、
恐
れ
入
り
侠
年
柄
な
り
と
諸
人
唱
へ
ぬ

前
夜
ヨ
汀
ノ
雨
天
、
間
北
の
風
烈
し
く
、
別
て
大
雨
、
枝
川
・
武
庫
川
渉
し
止
ま
る
、
布
向
日
の
ふ
切
な
る
よ
し
、
紀
州
熊
野
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浦
王
嶋
辺
よ
り
勢
州
鳥
羽
浦
ま
た
は
遠
州
辺
に
い
た
り
大
風
雨
烈
し
く
、
降
廻
船
そ
の
ほ
か
大
小
船
々
凡
そ
七
十
余
般
破

変
混
乱
せ
し
と
ぞ

船
に
及
び
、
な
お
乗
組
の
水
主
・
船
頭
に
い
た
り
溺
死
せ
し
も
の
多
く
こ
れ
あ
り
、
紀
州
部
智
山
観
音
堂
吹
き
倒
れ
、
大

八
月
二
十
三
日
夜
の
伊
豆
浦
で
の
大
時

ま
た
文
化
六
年
の
難
破
船
に
つ
い
て
は
、
灘
自
の
御
影
村
瀬
造
家
嘉
納
治
兵
衛
は
、

七
般
難
破
船
、
妻
良
湊
二
ハ
般
の
う
ち
七
綬
破
船
、

化
の
模
様
を
、
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
旦
州
子
滞
湊

間
般
破
船
、
岩
打
設
五
般
破
船
、
相
州
一
一
一
崎
演
は
破
船
数
無
数
、
鎌
倉
制
代
湊
一

、

長
津
呂
穣
八
般
破
帆
郎
、
中
木
楼
一
二
、

般
破
船
、
一
涜
州
柏
崎
湊
二
人
般
難
破
船
と
列
挙
し
「
船
数
大
小
共
お
よ
そ
百
般
ば
か
り
難
破
船
と
申
す
事
に
御
座
伎
、
菱
垣
も

委
し
く
承
ら
ず
侯
へ
ど
も
、
余
程
こ
れ
あ
る
様
子
承
り
中
候
1

」
と
記
し
て
「
突
に
海
上
荒
れ
、
お
互
い
に
心
街
仕
り
候
、
最
円
十

近没後期の海運第六im

文化6年（1809）夏の難破船調資

r,. 
ノJ

菱沼廻船

下り沼間庭

木綿:WI合廻船
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区

10 

3 

12 

5 

120,000 17 24 引川
.b、
口

何
事
も
こ
れ
な
き
ょ
う
祈
り
山
中
す
事
に
御
座
候
一
と
し
め
く
く
っ
て
い
る
コ

資料：北島正光志説教： T江戸商業と伊勢阻む

こ
の
文
化
六
年
の
難
破
船
の
状
況
に
つ
き
、
菱
垣
・
陥
何
両
廻
船
の
具
体
的
な
損
害
額
を
ま

と
め
た
の
が
、
表
山
で
あ
る
。
十
組
問
震
に
お
い
て
も

に
卒
保
年
中
以
来
こ
れ
な
き
郊

船
に
て
、

一
同
難
渋
仕
り
侯
」
と
嘆
い
て
い
る
ほ
ど
で
、
出
火
擦
は
こ
れ
よ
り
は
る
か
に

が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

杉
本
茂
十
郎
に
よ
る
菱
駁
廼
船
新
造
計
画
が
は
か
ら
れ
る
一
方
で
、
間

大
関
藤
二
の
樽

廻
船
新
造
計
画

じ
文
化
六
年
に
、
大
関
藤

に
よ
っ
て
御
廻
米
積
船
な
ら
び
に
江
戸
駅

沼
運
送
廻
船
新
造
計
闘
案
が
提
示
さ
れ
た
。

大
関
は
現
状
の
問
題
点
と
し
て
、
川
w御
廻
米
街
船
が
不
足
し
、
究
政
元
年
（

七
八
九
）
に
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戸
い
a

，qω 

乗
り
切
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

は
そ
の
船
積
仕
法
も
従
来
の
請
負
方
式
か
ら
政
援
方
式
に
か
わ
り
、

こ
の
麗
船
と
し
て
大
坂
か
ら
兵
庫
津
ま
で
の
灘
目
綿
々
の
得
廻
船
が

多
数
指
定
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
船
主
は
過
分
の
損
失
を

被
っ
て
い
る
、

ωと
く
に
最
近
の
文
化
問
年
か
ら
六
年
ま
で
の
一
一
一
カ

年
に
、
天
災
や
悪
天
候
の
た
め
海
上
で
の
海
難
事
故
が
続
発
し
、
陥
刊

廼
船
だ
け
で
も
七

O
般
ば
か
り
が
破
船
し
て
、
廻
船
数
の
減
少
が
苦

し
く
な
っ
て
い
る
、
何
廻
船
の
減
少
は
単
に
酒
荷
の
運
送
に
差
し
玄

え
る
だ
け
で
な
く
、
海
上
輸
送
に
要
す
る
日
数
も
長
く
か
か
る
こ
と

に
な
り
、
と
く
に
酒
荷
の
場
合
迅
速
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
だ
け
に

影
響
が
大
き
い
、
川
刊
廻
船
が
不
足
す
る
と
、
老
桁
船
ま
で
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
ま
た
難
破
を
誘
発
す
る
と
い
っ
た
悪
循
環
な

生
み
だ
し
、
と
く
に
船
の
遅
滞
に
よ
っ
て
生
ず
る
酒
荷
不
足
か
ら
締

め
売
り
な
ど
の
違
法
行
為
も
行
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
問
点
を
あ
げ
、

摂
泉
十
二
郷
仲
間
内
部
で
待
廻
船
を
新
造
し
て
廻
船
不
足
の
危
機
を

そ
し
て
廻
’
船
建
造
計
画
の
「
仕
様
書
」
と
し
て
、

ω江
戸
入
律
神
数
を
一
カ
年
七

O
万
椅
と
す
る
、
例
入
津
符

樽
に
つ
き

銀
五
分
の
掛
銀
、
な
徴
収
す
る
と
一
カ
年
銀
一
一
一
五

O
貫
聞
と
な
る
、
川
W
樽
想
船
（
千
石
船
）
一
般
の
建
造
費
を
銀
七

O
質
問
問
と
す
れ

6ラ4第四lf主近jllJ［；会の変特



ば

カ
年
に
五
綬
ず
つ
一

0
カ
年
で
は
実
に
五

O
絞
も
の
千
石
積
廻
船
が
新
た
に
建
造
で
き
る
、
川
刊
廻
船
一
一
般
か
ら
の
運
賃
徳

用
銀
（
収
入
）
を
銀
一

O
賞
自
と
し
、

そ
の
う
も
八
割
は
酒
造
家
に
割
り
戻
す
（
運
賃
徳
用
割
反
銀
て
と
い
う
要
項
を
ま
と
め
て
い

る
（
表
川
）
。

す
な
わ
ち
新
造
計
同
案
と
は
、

0
ヵ
年
の
朔
に
一
…
仰
に
つ
き
銀
五
分
の
掛
銀
（
実
際
は
割

こ
の
よ
う
に
し
て
鴻
造
家
か
ら

戻
銀
を
差
し
引
い
た
綴
）
を
徴
収
し
、

し
か
も
九
年
間
か
ら
は
出
銀
は
不
要
で
、

徳
用
銀
が
酒
造
家
の
も
と
へ
配
分
さ
れ
、
こ
れ

を
「
永
続
の
山
本
替
」
と
し
て
蓄
積
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

」
の
大
同
の
計
繭
案
に
つ
い
て
は
、
文
化
七
年
に
上
灘
・
下
灘

・
尼
崎
・
大
坂

郷
・
堺
の
瀬
造
仲
間
は
連
署
し
て

反
対
を
表
明
し
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
大
関
藤
二
の
個
人
的
提
案
で
あ
り
、
何
ら
幕
府
の
公
的
保
証
も
な
い
も
の
と
し
て
一

蹴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
酒
造
仲
間
と
し
て
は
、
灘
目
、
消
造
家
を
主
体
に
溜
荷
険
送
体
制
の
強
化
を
は
か
っ
た
。
そ
れ
ば

一
方
で
酒
造
家
自
身
で
出
資
な
い
し
廻
船
加
入
の
形
で
侍
廻
船
の
船
数
を
治
す
こ
と
で
あ
り
、
他
方
澗
荷
の
流
通
機
熔
そ
の
も

の
に
荷
主
で
も
あ
る
船
主
と
し
て
の
主
体
性
を
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

近JI！：後期の海Jill

紀
伊
…
一
一
カ
浦
廻

船
と
檎
廻
船

文
化
・
文
政
則
の
積
荷
競
争
の
な
か
で
、
菱
取
廻
船
杭
仲
間
に
と
っ
て
段
も
街
般
的
な
の
は
、
神
廼
船
へ

の
洩
詰
に
よ
る
下
積
荷
物
の
不
足
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
ο

前
述
の
よ
う
に
砂
糖
の
得
廼
船
取
を
菱
商
一
廼

船
側
で
認
め
た
こ
と
で
、
菱
沼
廻
船
の
下
積
荷
物
の
不
足
は
い
よ
い
よ
深
刻
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
砂
糖
に
娘
ら
ず
、
水
油
な
ど

に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

第六宣1'i

菱
顎
廼
船
に
と
っ
て
は
、
約
叫
仰
の
確
保
と
同
附
に
、
遡
船
の
補
強
も
ま
た
緊
急
課
題
で
あ
り
、
そ
の

策
と
し
て
採
り
あ
げ

ら
れ
た
の
が
、
将
廻
船
仲
間
に
加
入
し
て
い
る
日
高
・
比
井

間
の
紀
伊
…
一
一
カ
浦
の
廻
船
を
、
な
ん
と
か
菱
額
廻
船
仲
間
へ

Iii: 近rn正法：荷，，j股6ララ



加
入
さ
せ
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
そ
れ
が
文
化
十

の
つ
砂
糖
・
水
油
類
取
方
…
件
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
杉
本
茂
十
郎

と
胴
戚
関
係
に
あ
っ
た
紀
州
藩
期
連
盟
問
庄
兵
衛
を
仲
介
に
し
て
進
め
ら
れ
た
。

そ
も
そ
も
得
廻
船
と
前
記
紀
伊
三
カ
怖
の
廻
船
と
の
結
び
つ
き
は
古
く
、
J
H

子
保
十
五
年
（
一
七
一
一
…
0
）
に
樽
廻
船
が
菱
町
一
廻
船

よ
り
分
離
独
立
し
得
た
の
も
、
伝
法
、
西
宮
、
今
津
、
灘
日
の
広
、
汎
な
船
持
関
の
存
在
と
と
も
に
、
紀
州
廻
船
を
得
廻
船
に
引

き
入
れ
た
点
も
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
寛
政
五
年
に
は
、
す
で
に
伝
法
、
御
影
、

日
高
、
比
井
の
凹
カ
浦
廻
船
中
が
そ
れ
ぞ
れ

持
廻
船
仲
間
を
形
成
し
て
い
た
。

日
高
組
問
廼
船
田
八
般
（
う
ち
富
田
総
一
五
般
を
ふ
く
む
）
、

比
井
組
樽
廼
船
一
ニ
六
般
、
計
八
四

般
の
紀
州
廻
船
が
得
廻
船
に
所
属
し
、
こ
れ
に
伝
法
組
、
御
影
組
得
廻
船
を
合
わ
せ
、
お
そ
ら
く
当
時
の
稼
働
樽
廼
船
は

O
般
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
符
廻
船
は
、

い
ず
れ
も
千
石
績
の
大
型
廻
船
勺
あ
っ
た
。
符
廻
船
仲
間
の

な
か
で
も
特
に
日
高
・
北
井
両
組
廻
船
が
そ
の
有
力
メ
ン
バ
ー
を
燃
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

文
化

主j三

の

件
は
、
十
組
問
患
が
菱
取
廻
船
積
仲
間
を
結
成
し
た
の
を
契
機
に
、
日
十
口
問
・
比
井
組
得
廻
船
を
強
引
に
大

坂
菱
垣
廻
船
問
屋
の
差
舵
下
に
お
き
、
従
米
は
紳
廻
船
積
で
あ
っ
た
水
油
・
砂
糖
類
を
菱
担
一
方
積
と
す
る
と
申
し
出
た
と
こ

ろ
よ
り
起
こ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
紀
伊
の
日
高
・
比
井
廻
船
中
は
、

「
近
年
務
荷
物
不
景
気
に
つ
き
、

一
一
同
難
渋
し
て
い
る
折
柄
、
右
荷
物
菱
応
一

一
方
積
に
な
っ
て
は
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
廻
船
相
続
出
来
難
く
、
水
中
十
～
共
必
一
市
川
と
困
窮
仕
り
候
」
と
し
て
、

一
応
こ
れ
を
辞
退

し
て
い
る
。

菱
垣
廻
船
の
方
で
は
、
こ
れ
に
納
得
せ
ず
、
紀
州
廻
船
数
の
実
数
を
調
中
食
し
た
う
え
で
、
そ
の
一
部
廻
船
を
菱
恒
廻
船
に
加

入
さ
せ
、
荷
物
は
菱
額
一
方
新
と
し
て
大
坂
菱
日
一
廻
船
問
屋
の
差
配
を
受
け
る
よ
う
に
と
再
度

4

受
諾
し
た
。

6ぅ6第四'if＞：近ltl：主i会の'.4'.~



こ
れ
に
対
し
、

日
高
・
比
弁
同
組
廻
船
出
γ
は
辞
退
の
』
討
を
附
附
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
加
山
は
次
の
一
一
点
に
あ
っ
た
。

つ
は
紀
州
廻
船
ば
廻
船
建
造
の
と
き
灘
消
迭
山
本
よ
り
廻
船
加
入
を
過
し
て
出
資
を
受
け
て
い
る
の
で
、
時
廻
船
仕
控
を
や
め
れ

ば
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
酒
造
家
よ
り
の
資
金
援
助
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
、
二
つ
は
菱
垣
廻
船
に
く
ら
べ
て
、
待
翻
船
の

船
員
は
優
秀
で
あ
り
、

か
っ
菱
店
一
廻
船
の
総
花
方
法
で
は
、
闘
の
別
に
荷
物
を
高
く
杭
み

る
た
め
難
破
船
に
な
り
や
す
く
、

防
組
船
の
方
が
処
船
渡
欧
上
か
ら
も
有
利
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

っ
私
共
遡
船
之
義
、

・
大
坂
河
所
の
（
掛
川
廻
船
）
問

は
、
代
々
水
魚
の
如
く
仕
り
候
て
、
相
互
に
渡
世
を
営
み
米
り
侠
…
と
し
て
、

日
高
・
比
井
岡
組
の
廻
船
中
は
、
水
油

－
砂
糖
類
の
積
荷
を
従
来
ど
お
り
の
除
廻
船
一
方
税
と
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し

か
く
し
て
十
組
問
屋
側
か
ら
す
る
紀
州
廼
紛
へ
の
働
を
か
け
も
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
成
功
し
な
い
ま
ま
、
得
廻
船
に
と
っ

て
お
態
は
有
利
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

紀
州
廻
船
の
菱
寝

廼
鉛
へ
の
加
入

菱
密
廻
船
の
船
数
が
一
一
七
般
に
ま
で
激
減
し
た
文
政
八
年
に
、
菱
町
一
廻
船
は
最
大
の
ピ
ン
チ
に
遭
遇
し
、

そ
の
起
死
回
生
策
と
し
て
、
十
組
大
行
事
・
総
行
事
、
そ
れ
に
十
組
械
郎
元
は
、
江
戸
町
奉
行
に
次
の

山
公
を
申
し
出
た
。

ω紀
州
藩
の
廻
船
三

C
披
を
借
り
受
け
る
、

ωそ
の
他
の
傭
船
お
よ
び
新
造
船
合
わ
せ
て
…

八
般
を
調
達
す

近w：後Wlのi(Ff.迩

る
、
仰
さ
ら
に
必
要
な
と
き
に
は
、
尾
張
・
伊
勢
の
廻
船
も
借
り
受
け
る
と
い
う
案
で
、
将
軍
の
威
信
を
借
り
て
紀
州
藩
へ
同
聞

き
か
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
菱
町
一
期
船
の
羽
建
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
紀
州
藩
の
廻
船
を
借
り
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

つ
ま
り
従
来
得
廻
船
仕
建
と
し
て
き
た
蒋
領
下
の
日
高
・
比
井
岡
浦

第六節

の
廻
加
を
菱
垣
廻
船
と
し
て
調
述
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
日
高
紹
廻
船
中
大
行
事
の
富
喜
太
夫
家
の
寸
大
廻

船
御
用
留
し
の
な
か
で
、
文
政
ふ
i

日
高
廼
船
を
一
…
般
に
限
り
菱
随
想
船
へ
貸
し
渡
し
て
い
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

計一近日差史綴臨6ラ7
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船
側
の
要
誌
を
再
度
等
議
し
、
天
保
四
年
十
二
月
に
い
た
り
、
江
戸
町
奉
行
梯
涼
主
計
頭
忠
之
の
名
を
も
っ
て
、
次
の
条
件
を

つ
け
て
こ
れ
か
｝
許
可
し
た
。

(1) 
j勢
同
廻
船
積

ず
る

安
永
一
一
年
の
河
積
規
定
に
よ
る
米
・
糠

市
一
二
灘
日
系
組
・
酢
・
閥
的
日
間
・
阿
波
蛾
燭
の
七
日
山
は
、
従
米
ど
お
り
菱
底
・

(2) 

鰹
節
・
甑
ヤ
ヤ
肴
・
乾
物
も
両
艇
と
す
る
が
、
主
と
し
て
菱
府
一
廼
船
へ
臨
み
入
れ
る
、
但
し
幕
府
御
用
砂
糖

。
万
斤
に
限

り
阿
積
と
す
る
。

(3) 

そ
れ
以
外
の
荷
物
は
す
べ

一
方
舵
と
す
る
。

(4) 

以
上
の
両
積
持
物
は
、
以
後
大
坂
よ
り
送
り
状
、
な
樽
廻
船
問
震
と
菱
岡
一
廻
船
問
屋
の
両
方
に
送
付
し
、
品
十
一
夜
船
の
擦
は
菱
日
…

廼
船
問
屋
に
お
い
て
一
応
取
り
調
べ
、
そ
の
後
で
こ
れ
を
樽
廼
船
間
最
に
引
き
渡
す
。

こ
う
し
て
幕
府
の
許
可
と
い
う
公
的
強
制
力
の
行
使
に
よ
っ
て
、

旦
Mm
－
比
井
両
滞
廻
船
は
菱
…
知
一
廻
船
と
し
て
仕
建
て
ら
れ

る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
条
件
に
し
て
も
、
安
永
七
日
間
の
陣
取
荷
物
の
枠
が
…
閥
広
げ
ら
れ
た
と
は
い
え
、
菱
絞
廻

船
一
方
狛
が
幕
府
の
権
力
を
背
景
に
維
持
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
比
い
問
の
得
廻
船
と
菱
釘
一
廼
船
の
角
遂
の
経
史
の
な

近！日：後期の海迷

か
で
、
菱
臨
廻
船
側
は
つ
い
に
幕
府
権
力
を
も
っ
て
紀
州
迦
船
の
強
制
加
入
を
実
現
し
得
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
菱
垣
趨
船
は
…
時
勢
力
を
取
り
戻
し
た
も
の
の
、
現
実
は
む
し
ろ
時
積
荷
物
が
増
え
た
こ
と
に

よれノ、

か
え
っ
て
菱
随
一
万
能
の
強
制
力
は
弱
く
な
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
河
街
を
認
め
ら
れ
た
砂
糖
の
ご
と
き
は
、
中
山
φ

す
ま

第六節

す
樽
廻
船
積
と
な
り
、
再
び
菱
接
廻
船
は
衰
退
の
一
途
を

る
よ
う
に
な
っ
た
。

天
保
五
年
六
月
の
干
鰯
魚
〆
粕
魚
油
問
屋
中
の
記
録
の
な
か
で
、

っ
紀
州
様
御
領
分
廻
船
の
う
よ
%
、
是
迄
待
仲
間
に
罷
り
あ

近世I_店主5起訴iiilll6ラ9



り
候
と
こ
ろ
、
此
度
菱
底
傭
船
に
相
相
成
り
、
荷
物
積
み
下
し
候
」
と
述
べ
、
そ
れ
ま
で
は
比
井
浦
麹
船
の
な
り
荷
物
に
干
鰯
な

ど
を
積
み
込
ん
で
い
た
の
が
、

「
今
度
樽
舟
よ
り
菱
垣
積
に
相
廻
り
候
事
故
、
右
登
り
荷
物
積
方
の
義
相
緩
め
山
中
さ
ず
、
彼
是

混
雑
い
た
し
罷
り
あ
り
候
」
と
紀
州
廻
船
仕
建
に
と
も
な
う
積
荷
の
混
乱
を
訴
え
て
い
る
。

そ
し
て
菱
沼
廻
船
仕
建
と
な
っ
た
臼
商
・
比
井
両
総
廻
船
は
、
以
後
幕
末
に
か
け
て
廻
船
業
そ
の
も
の
か
ら
多
く
脱
落
し
、

後
述
（
州
仙
東
）
の
よ
う
に
、
幕
末
の
得
遡
船
の
船
主
は
、
庄
倒
的
に
十
二
郷
酒
造
仲
間
の
荷
主
で
あ
る
酒
造
家
、
と
く
に
灘
白
酒

造
家
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
っ
た
事
情
を
考
え
る
と
、
紀
州
廻
船
の
菱
煩
廻
船
へ
の
強
制
加
入
は
、

日
高
・
比
井
両
浦
廻
船

の
没
落
の
原
矧
止
ぱ
っ
く
り
だ
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

2 

日
本
海
海
運
と
兵
庫
、
伴

北
前
船
の

定
義

菱
担
廻
船
や
符
廻
船
が
、
当
時
日
本
の
最
も
主
要
な
航
路
で
あ
る
江
戸
・
上
方
向
を
航
行
し
た
賃
航
船
の
典
型

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
北
前
船
は
問
廻
り
航
路
を
経
由
し
て
大
坂
・
北
海
道
問
の
日
本
海
を
航
行
し
た
民
和
船

の
典
型
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
北
前
’
船
に
つ
い
て
は
、
そ
の
語
源
を
め
ぐ
っ
て
、
十
日
く
は
一
北
へ
進
む
船
」
と
か
「
北
廻
り
船
」
に
由
来
す
る
と
い
っ

た
説
（
こ
れ
は
単
に
言
葉
の
H

あ
や
ρ

に
し
か
す
ぎ
な
い
）
か
ら
、
、
正
な
積
荷
、
が
米
で
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
一
北
米
船
L

の
な
ま
ヮ
た
も

の
と
い
っ
た
説
や
、
「
北
間
・
松
前
」
の
略
で
あ
る
と
い
っ
た
定
義
（
本
来
西
廻
り
航
路
が
御
城
米
・
廻
米
な
ど
の
領
主
米
の
輸
送
か
ら

始
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
関
連
が
な
く
も
な
い
）
ま
で
あ
り
、
以
前
か
ら
一
定
し
て
い
な
い
。
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ヨ
リ
東
前
船
運
賃
之
定
メ
」
と
し
て
、
銚
子
・
岩
城
・
仙
台
・
市
部

i仕

万
延
元
年
（
…
人
中
ハ
O
）
の
勺
廻
船
法
則
L

に
は

近

・
津
軽
・
秋
聞
の
各
地
の
港
よ
り
江
戸
へ
の
登
せ
運
賃
を
記
し
て
お
り
、
こ
こ
で
の
つ
東
品
川
船
」
と
は
、
太
平
洋
沿
岸
の
東
廻

り
航
路
に
就
航
し
て
い
た
廻
船
な
ざ
し
て
い
る
。

（
二
ハ
八
五
）
一
一
一
月
六
日
に
、

L
Y
L
ん

nud
－－J
刀
山
口
、

1
3
J
n
u
r
r
l閉
山
町

｝笠史請託狙

一
方
、
備
前
下
津
井
に
残
る
つ
他
国
行
願
関
設
」
を
み
る
と
、
例

と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
盗
飽
廼
船
に
水
主
と
し
て
一
路
わ
れ
て
越
中
間
へ
赴
く
こ
と
を
願
い
で
て
い
る
。

つゐ去、
一叶“
λ

前
」
が
江
戸
か
ら
み
て
太
平
洋
浮
か
｝
北
上
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の
場
合
の
「
北
前
」
と
は
瀬
戸
内
か
ら
み

近¥It後期の海運第六節

て
、
日
本
海
沿
岸
へ
北
上
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
北
前
と
い
う
の
は
、
上
方
な
い
し
瀬
戸
山
内
で
の
呼
称
で
、
肝
心
の
日

本
海
沿
岸
の
東
北
・
北
陸
地
方
で
は
、
北
前
船
と
は
い
わ
ず
、
そ
う
し
た
廻
船

北 lllT船絵馬

は
複
接
船
型
を
一
不
す
「
ベ
ざ
い
い
と
か
っ
弁
才
船
」
「
渡
海
船
」

ど
ん

ぐ
り
船
し
と
称
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
日
本
海
沿
岸
で
千
石
船
の
商

船
・
荷
船
の
こ
と
を
弁
才
船
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
近
枇
前
期
の
日
本
海
に
は

写真 141

独
自
の
？
i

カ
ル
船
で
あ
る
北
商
船
・
は
が
せ
船
な
ど
が
あ
り
、
そ
う
し
た
懇

船
と
思
別
す
る
意
味
で
、
殊
更
に
船
型
止
を
一
爪
す
弁
才
船
と
称
し
て
い
る
の
で
あ

る
っ
そ
し
て
こ
の
弁
才
船
は
、
当
初
瀬
戸
内
で
開
発
さ
れ
た
帆
走
十
得
用
の
商
船

で
あ
り
、
前
述
の
北
国
船
や
は
が
せ
船
が
な
お
漕
ぐ
要
素
を
も
っ
て
い
た
の
に

対
し
、
帆
走
を
主
力
に
し
て
磁
力
省
力
化
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
船
型
考
証
も
考
慮
に
い
れ
て
、
北
前
船
を
定
義
す
る
と
、
北
海
道
、
東
北
地
方
か
ら
、
日
本
海
沿
岸
を
通
る
凶
廻

り
航
路
を
経
由
し
て
瀬
戸
内
海
（
ま
た
は
九
州
）
へ
入
っ
て
き
た
紛
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
北
前
船
と
い
う
一
誌
が
瀬

戸
内
か
ら
上
方
方
而
で

般
化
す
る
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
二
、
三
十
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
近
位
初
期
か
ら
一
般
に
方
向
（
航
路
）
を
示
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
っ
北
前
L

、
が
、
近
欧
中
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、

北
海
道
と
の
交
易
が
硲
ん
に
な
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
瀬
戸
内
の
諸
港
で
北
前
船
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

L
〉

ο

オア一

し
た
が
っ
て
北
前
船
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
大
波
・
兵
庫
か
ら
下
関
を
経
由
し
て
松
前
を
往
来
し
た
買
航
船
を
さ
し
、

上
り
荷
と
し
て
は
主
に
北
海
道
産
の
鰍
粕
・
胴
鯨
・
身
欠
一
鯨
・
由
子
・
昆
布
な
ど
の
海
産
物
を
、
下
り
荷
と
し
て
は
大
坂
・
兵

防
か
ら
は
主
に
古
着
・
木
綿
類
を
、
瀬
戸
内
で
は
盗
、
敦
賀
で
は
在
、
新
潟
・
山
形
で
は
米
・
消
な
ど
を
杭
み
入
れ
て
、
北
海

道
を
投
来
し
た
船
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
船
型
は
一
枚
帆
の
大
和
型
構
造
船
（
弁
才
船
）
か
ら
明
治
に
入
つ
て
の
関
洋
型

机
船
ま
で
を
ふ
く
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
兵
庫
は
こ
う
し
た
北
前
船
の
出
入
り
す
る
港
町
と
し
て
、
特
に
近
世
中
期
か
ら
幕

ぷ
に
か
け
て
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

兵
庫
津
に
お
い
て
、
寄
港
す
る
諮
問
題
船
が
も
た
ら
す
各
援
の
積
荷
を
引
き
請
け
て
、
そ
の
売
買
に
直
接
た
ず
さ
わ
っ
た
の

が
北
風
家
な
ど
一

O
O軒
前
後
の
諸
問
屋
（
諮
荷
物
問
医
）
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
兵
隊
に
も
北
前
船
を
運
航
す
る
船
主
が
い
た
。

石
見
浜
自
の
客
船
帳

に
み
る
兵
庫
廻
船

そ
こ
で
ま
ず
こ
の
兵
庫
浮
か
｝
船
籍
地
と
す
る
兵
庫
廻
船
の
動
向
を
み
る
た
め
に
、
石
見
浜
問
外
浦
の
廼

船
間
監
で
あ
る
清
水
家
所
蔵
の
守
諮
問
御
客
船
帳
』
か
ら
整
班
し
た
の
が
表
山
で
あ
る
。

一
般
に
客
船

帳
と
は
、
強
船
間
口
肢
の
も
と
に
入
港
し
て
き
た
廻
船
を
書
き
と
め
た
三
慌
の
船
名
録
で
、
組
船
問
屋
に
と
っ
て
の
得
意
先
御
答

と

い

ぷ

ね

た

ひ

名
簿
で
あ
る
。
こ
こ
で
容
船
と
は
あ
く
ま
で
当
該
港
の
廻
船
出
産
か
ら
な
た
場
合
の
入
港
船
の
こ
と
で
、
問
船
と
か
泊
船
・
旅
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船
と
も
い
い
、
慣
行
的
に
一
度
入
港
し
て
米
た
客
船
は
、
そ
の
問
屋
の
答
船
帳
に
設
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
定
さ
れ
、
他

の
廻
船
問
屋
へ
移
る
こ
と
は
思
く
禁
じ
ら
れ
て
い
て
、
問
麗
経
営
の
営
業
権
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
た
。
も
し
勝
手
に
他
の
廼

船
問
屋
へ
移
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
従
来
の
廻
船
問
屋
と
の
間
に
摩
擦
を
生
じ
た
が
、
そ
れ
は
論
船
と
呼
ば
れ
た
。

ま
た

客
船
に
つ
い
て
は
、
船
印
・
帆
印
を
は
じ
め
、
船
名
・
船
耕
地
・
船
主
・
沖
船
頭
・
入
港
お
よ
び
出
港
年
月
日
や
稲
荷
、
そ
れ

に
登
り
・
下
り
の
別
な
ど
も
記
載
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
す
べ
て
が
必
ず
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か

っ
た
が
、
浜
田
外
浦
の
清
水
家
の
容
船
帳
は
、
比
較
的
こ
れ
ら
の
記
載
事
項
が
き
ち
ん
と
整
恕
さ
れ
て
い
る
点
で
、
史
料
的
価

値
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

た
だ
史
料
の
性
質
上
、
初
め
て
入
港
し
て
米
た
廻
船
の
み
を
書
き
あ
げ
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
入

港
ご
と
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
窓
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
て
表
的
を
み
る
と
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

1
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
ま
で
の
う
ち
で
は
、
明
和

f
文
政
期
に
集
中
し

て
お
り
、
御
影
屋
、
高
田
屋
、

瓜
屋
、
岩
問
屋
、
臼
肉
屋
な
ど
の
廻
船
の
名
前
が
み
え
る
。

高
田
農
薬
兵
衛

と
兵
臨
時
・
務
館

こ
こ
で
再
度
高
田
屋
嘉
兵
衛
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
嘉
兵
衛
が
民
悦
丸
を
建
造
し
、

い
わ
ゆ
る
当
附

の
北
前
船
主
と
し
て
兵
庫
で
独
立
し
た
年
は
普
通
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ

で
表
山
に
示
し
た
客
船
名
簿
で
は
、
辰
悦
丸
が
清
水
屋
の
客
船
（
宿
船
）
と
し
て
浜
問
へ
入
港
し
た
の
は
党
政
十
年
一
月
間
日
、

悶
幡
笠
り
の
と
き
で
あ
る
が
、
そ
の
船
主
は
ま
だ
和
泉
屋
で
、
嘉
兵
衛
は
そ
の
沖
船
頭
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
客
船
帳
で
み
る
限
り
、
高
田
屋
が
船
主
と
し
て
出
て
く
る
の
は
、
中
比
政
十

の
瑞
穂
丸
以
後
で
あ
る
（
表
山
）

0

党
政
八
年
に
和
泉
屋
所
有
の
炭
栄
丸
沖
船
頭
と
し
て
箱
館
に
乗
り
出
し
た
嘉
兵
衛
は
、
立
政
十
年
に
箱
館
に
支
応
を
開
設
し
て

蝦
夷
地
・
上
方
問
の
商
業
取
引
に
経
営
主
力
を
移
す
と
と
も
に
、
同
十
一
年
に
は
東
蝦
夷
地
の
上
知
な
ど
、

ロ
シ
ア
の
進
出
に
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近w：後期の海運第六節

清水隆「客船1J1長」の高If:！屋手船表 173

蔵
助
門
郎
郎
蔵
七
歳
郎
蔵
門
郎
術
術
郎
衛
官
助
士
口

V

T

N

H

川口

ec
、

話

回

四

三

諸

問

兵

兵

九

時

J

4

J

4

白
h
円

吟
久
太
嘉
彦
栄
嘉
系
議
躍
す
系
茂
久
氏
ハ
五
藤
清
佐

L

L

L

L

L

 

J
J
J
J
J
J
J
y
t
J
 

淳
一
本
潟
徳
久

敏

安

安

総

反

点
丹

b
H
U
 

B
トれ

υv

下り入津

下り入i事
究政13. 3. 11 

寛政13. 4. 3 

rrJ：船頭名

瑞秘主L

寧 済 メL

船

平和 3. 2. 18下り入津，消売り

三三和 2 2.28 下り入浮

主主和 2. 9. 19 松前主主り入浮， i;;L那嘉兵衛様御采主主り，扱
苧14丸民文化2.1翁8.19主主り入律問 7. 2. 11下り入計t

民連丸

呂官邸メL

211ヨ仕.＼rlVl

下り入)§It, l留売り
蝦災地登り入洋

下り入津

松前下り入ド！J:

下り入~It 同 7. 2. 1 1下り入隊

松前主主り入洋，扱苧rt交化 1. 9. 17 

文化 2. 3. 15 

文化2.際］8.19 

文化 3 3.28 

文化 4. 3. 21 

文化 4. 3. 7 

点三交丸

向／ ~1~111縫売29日出戻り，

10日I±＼がし

文化 5. 2. 26 J公前下り入iJi: 
り，半紙？J 3月1613I削 L

文化 5.8. 3 松前主主り入洋

文化 6. 5. 7 松前主主り入下手

文化 7. 2. 11 下り入枠 13 i=i /LH礼
文化 7. 5. 18 松市rHまり入津

文化10. 3. 23 松前下り入洋

文政 3. 3. 28 松前ドり入洋

文政 5. 3. 7 松前下り入手作

文政 8. 3. 28 松前 iどり入手it

さ宇治郎

惣兵衛

弥兵衛

I篠宮
王子兵衛

伝兵衛

惣台

喜左衛門
誌：兵衛

栄久丸

丸

丸

丸

丸

九

九

九

丸

繁
成
同
日
佐
世
口
直
木
虫

反

円

以

全

線

大

正

浮

設

E
 
1
 

1
 

近院：史編m
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対
応
し
始
め
た
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
に
関
与
し
、
そ
の
物
資
輸
送
の
大
役
を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
後
高
問
屋
の
廻
船
経
営

を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
契
機
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

翌
十
二
年
春
択
捉
島
官
物
輸
送
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
、
箱
館
に
い
た
嘉
兵
衛
は
手
船
股
悦
丸
に
、
付
刊
に
悠
砕
に
耐
え
る
装
備
を

工
夫
し
、
間
合
船
（
迩
送
船
、

一
O
O石
積
以
下
）
お
よ
び
鯨
船
四
般
を
調
達
し
て
そ
の
任
に
当
た
り
、
択
捉
烏
に
渡
っ
て
一
七
カ

所
の
漁
場
開
拓
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
十
二
月
、
幕
府
か
ら
官
船
五
般
の
建
造
を
命
ぜ
ら
れ
た
嘉
兵
衛
が
提
出
し
た
上

の
米
毘
に
は
、

「
摂
州
兵
庫

辰
悦
丸
自
乗
船
頭

高
田
罷
嘉
兵
衛
」
と
署
名
し
て
い
る
。

「
は
采
船
頭
」
と
は
船
主
で

あ
り
、

か
つ
沖
船
顕
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
辰
悦
丸
が
高
田
口
肢
の
手
船
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
史
料
で
、
こ
れ
ら

を
考
慮
し
て
考
え
る
と
、
民
悦
丸
の
建
造
に
よ
る
高
問
屋
独
立
の
年
は
、
通
説
の
党
政
七
年
な
い
し
八
年
説
で
は
円
十
す
ぎ
、
少

な
く
と
も
寛
政
十
一
年
な
い
し
十
二
年
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

翌
亭
和
元
年
（
一
人
O
二
十
月
に
は
蝦
夷
地
御
用
定
一
際
船
頭
（
二
人
扶
持
、
商
学
椛
万
御
免
）
と
な
り
、
間
二
年
に
は
さ
ら
に
手

船
一
一
一
般
が
択
捉
定
一
履
紛
と
な
り
、
官
船
と
定
医
船
を
…
手
に
学
握
し
た
。
前
掲
表
山
に
よ
れ
ば
、
浜
田
清
水
産
へ
の
商
問
屋
入

港
紛
が
多
く
な
る
の
は
享
和
二
年
か
ら
文
化
七
年
ご
八
一

O
）
に
か
け
て
で
あ
り
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
勺
松
前
登
り
入
洋
ヘ

っ
松
前
下
り
入
津
」
と
あ
っ
て
、
成
叫
ん
に
松
前
へ
の
往
復
を
繰
り
返
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
上
方
で
酒
・
塩
・
木
綿

を
、
酒
聞
で
米
殺
を
貿
い
入
れ
て
箱
z
舶
に
運
ん
で
売
却
し
、
帰
途
に
は
箱
館
で
鯨
・
昆
布
・
魚
肥
を
仕
入
れ
て
上
方
で
販
売
す

る
と
い
う
北
前
船
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
嘉
兵
衛
は
本
店
を
箱
館
大
町
に
、
支
店
を
兵
庫
商
山
山
町
、
大
坂
助
右
衛
門
橋
西
笹
町
、
江
戸
八
丁
掘
に
設
け
て
、
ぃ
陥

権
を
伸
張
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
文
化
九
年
八
月
嘉
兵
衛
は
、
ゴ
ロ
ウ
ニ
ン
の
安
否
確
認
の
た
め
間
後
島
に
や
っ
て
き
た
デ
ィ
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ア
ナ
号
艦
長
リ
コ
ル
ド
に
よ
り
、

A

字
補
さ
れ
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
連
行
さ
れ
た
。
結
果
的
に
は
商
人
と
も
に
釈
放
さ
れ
、
紛
争

は
平
和
的
に
解
決
さ
れ
て
、
そ
れ
に
尽
力
し
た
こ
と
で
日
露
関
留
か
ら
そ
の
力
量
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
も
な
お
高
田

陸
嘉
兵
衛
は
断
館
の
人
び
と
に
は
蝦
夷
地
開
発
の
先
駆
者
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

北
風
荘
右
衛

門
と
北
前
船

北
風
荘
右
衛
門
も
北
海
道
、
日
本
海
沿
岸
諸
港
の
廻
船
・
蒔
口
間
流
通
に
深
く
か
か
わ
り
あ
い
を
も
っ
て
い
た

兵
庫
津
の
諮
問
屋
で
あ
る
。
荘
右
衛
門
は
当
初
廻
船
を
所
有
し
て
自
ら
船
主
と
な
り
、
廻
船
経
営
に
乗
り
出

次
の
住
来
手
形
（
図
。
）
は
文
政
四
年
（

そ
の
時
期
、
手
船
の
沖
船
頭
に
は
北
陣
地
方
、
特
に
越
中
・
能
設
出
身
の
船
頭
・
水
主
を
一
履
い
入
れ
て
い
た
。

入
二
二
北
風
家
所
有
の
廻
船
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
廻
船
は
一
七
端
帆
、
七
人
乗

し
て
い
っ
た
。

り
と
い
う
こ
と
で
五

O
O石
積
の
廻
船
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
北
岡
山
の
廻
船
の
沖
船
頭
と
し
て
、
越
中
悶
射
水
部
一
一
一
日
関
根
村
の

綿
屋
彦
九
郎
（
船
頭
名
彦
次
郎
）
が
履
い
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
綿
麗
は
の
ち
越
中
新
湊
に
あ
っ
て
官
林
彦
九
郎
と
し
て
、
幕

近i止後期の海運

津
々
浦
々
御
番
所

往

米

一
拾
七
端
帆
壱
般

北
風
沖
船
頭

彦
次
郎

京
支
六
人

右
采
組
の
者
、
京
国
ね
万
事
悩
成
者
一
一
御
催
候
問
、

津
々
浦
々
無
相
違
通
船
被
仰
付
一
川
被
下
候
、以

上

肢
州
兵
庫
加
治
的

北
風
荘
右
衛
門

交
政
四
年
巳
正
月

第六節

米
間
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
越
中
を
代
表
す
る
北
前
船
主
に
成
長
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
能
設
阿
部
屋
出
身
の
小
沼
麗
権
一
二
郎
も
北
風
の
沖
船
頭

役＊手形

を
勤
め
た
一
人
で
、
明
治
期
に
は
能
登
に
お
け
る
有
力
な
北
前
船
主
と
な

っ
て
い
る
。
北
風
の
手
船
の
沖
船
蹟
を
勤
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が

後
年
北
前
船
主
と
し
て
自
立
し
て
ゆ
く
支
え
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

｜まI47 

し
か
し
北
風
の
経
営
は
天
保
期
以
降
は
む
し
ろ
北
前
船
に
よ
る
北
海
道

産
物
の
一
手
さ
ば
き
に
徹
し
、
北
前
船
主
と
深
く
接
触
し
て
い
っ
た
。
北

前
船
主
は
近
位
後
期
、
北
陸
地
方
の
加
賀
瀬
越
・
僑
立
（
布
川
猿
加
賀
市
）
、
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党

一
、
銀
五
捻
七
災
弐
百
拾
七
匁
九
分
一
一
一
一
肌

但
し
鱗
粉
五
百
姶
七
本
充
代
的
以

御
産
物
会
所
よ
り
御
波
相
成
候
分

X
壱
〆
百
四
拾
四
匁
一
一
一
分
六
岡
山
四
ヶ
月
利
足

〆
混
拾
入
賞
三
百
六
拾
弐
匁
弐
分
九
版

金
相
場
米
ル
正
月
的
日
定

布
は
米
商
正
月
晦
臼
限
延
波
之
約
定
也
、
期
日
此
手

形
を
以
相
波
可
ゆ
除
、
為
放
（
預
り
手
形
依
而
如
件
、

万
延
元
年
中
九
月
汁
六
日

北
風
荘
右
衛
門

大
家
七
三
郎
殿

御
代
七
兵
衛
殿

越
中
放
生
洋
（
儲
山
県
新
淡
市
）
な
ど
か
ら
有
力
船
主
が
輩
出
し
て
く

北風荘お衛門徽~El代預り手形

る
が
、
北
風
は
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
恒
常
的
な
取
引
関
係
を

結
ん
で
、
そ
こ
に
生
ず
る
販
売
者
と
し
て
の
船
主
す
な
わ
ち
荷
主
と
、

購
覧
者
と
し
て
の
問
屋
商
人
と
の
問
の
信
用
関
係
を
通
し
て
商
権
を

拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

上
の
図
刊
は
加
賀
瀬
越
捕
の
大
家
七
三
郎
の
北
前
船
か
ら
の
積
荷

の
売
貨
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
家
と
北
風
と
の
取
引
を
示
す
一
端
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、

｜頚 48

万
延
元
年
九
月
に
、
大
家
七
三
郎
（
代
七
兵
衛
）
が
北
海
道
よ
り
の
鯨

粕
五
一
七
本
を
銀
五
七
貫
一
二
七
匁
余
で
兵
庫
の
問
屋
北
風
荘
右
衛

門
へ
売
却
し
た
代
金
を
、
翌
年
一
月
末
日
の
金
相
場
で
支
払
う
同
日
を
明
記
し
た
預
り
手
形
で
あ
る
。

四
カ
月
の
延
払
い
の
た
め

に
利
息
を
つ
け
て
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
延
払
い
、
預
り
手
形
の
発
行
は
、
北
風
と
大
家
と
の
向
に
す

で
に
粧
品
川
的
な
取
引
信
用
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う
。
大
山
本
七
兵
衛
は
同
じ
加
賀
の
瀬
越
浦
広
海

仁
三
郎
と
並
ん
で
、
明
治
中
期
に
は
北
前
船
主
の
な
か
で
も
代
表
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
問
じ
加
賀
の
橋
立
浦
に
は
久
保
彦
兵
衛
と
回
出
孫
左
衛
門
の

一
人
が
代
表
的
な
北
前
船
主
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
回
出
は
特
に
北
風
荘
右
衛
門
の
顧
客
で
あ
り
、
西
出
の
手
船
は
す
べ
て
北
風
に
と
っ
て
の
客
船
で
あ
っ
た
。
い
ま
明

ひ
か
え

治
三
年
同
月
に
、
同
出
係
次
郎
（
九
代
孫
左
衛
門
）
の
作
成
し
た
「
由
緒
帳
拘
L

に
よ
る
と
、
安
政
一
一
一
年
（
一
八
五
六
）
の
資
産
状
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五
百
石
船
（
船
…
以
前
七
）
、

山
河
石
船
（
総
額
久
蔵
）
、

五
百
石
船

（
船
以
惣
七
）
の
ぷ
綬
の
廻
船
を
所
有
し
、

況
は
、
九
百
石
船
（
船
頭
係
次
郎
）
、
七
百
五
十
石
船
（
船
駅
庄
八
）
、

。
二
両

現
金
約
六

0
0
0耐
と
、
金

分
余
の
売
掛
金
の
未
収
金
が
あ
っ
た
こ

そ
し
て
こ
の
未
収
金
は
廻
船
問
屋
へ
の
杭
荷
の
売
掛
金
で
、
内
訳
は
堺
の
酢
農
利
兵
衛
、
敦
賀
の
丸
屋
半
助
に
、

と
が
わ
か
る
。

近世！：後期の海運

日
ゑ
篠
務
総
務
s

z異常

LJY税
制

ぞ
総
書
む
ー
λ
f
l
J
4あ
／

明

暗
司
持
礎
富
一
札

レ
Y
ゐ

ir－つ

H

刃

－ndM河
川
村
耕
婦
制
vし
…

川

畑

：舎か？
M

持
続
泌
物

AmbハT
t
j｛

H

F

，

ソ

ー

l

a降
’
u
学
会
培
議

Jia品
開
捻

l

れ

m
l
zエ1
8
1
1宇
i
n
i
。

U

A
蕊
1
1
・t
t
u門
6
定
む
巧
ノ
L

A

L

J

U

U

aaら
弘
子
b

悟

噛
口
ぷ
義
語
繍
お
弘

it
航

滑川

1
4円
卓
i
J
L
0

・

間

ぷ
時
inp立

等

、

♂

川

切

な

与

引

い

有

が

み
；
語
鰐
払
42

加

1
j
 

伐
l
i
Eノ
拠
』

T
i宇
ふ

t
i

弱
q
t
l
i
b泰
寺
宇
品
t

η
ハ
季
五
A
b

一4
併
闘
い

t

－r
白
4
A
4
1
4
J
ノ

ゑ
jruナ
皇
官
1
連
事

A
t

と
お
っ

3
5議
為
f
定
年
？

第六節

兵
隊
の
北
風
荘
布
衛
門
の
一
一
一
軒
を
あ
げ
て
い
る
。
間
出
所
有
の
北
前
船
に
と
っ
て
、
北
風

は
そ
の
積
荷
売
買
を
託
せ
る
主
要
な
惣
船
間
毘
で
あ
っ

ま
た
回
出
家
に
は
天
保
四
年
ご
八
一
一
一
一
一
一
）
一
月
七
日
付
の
「
歳
々
惣
金
勘
定
候
1

」
と
称
す

る
大
福
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
標
記
に
天
保
問
年
と
あ
る
が
、
内
実
は
文
政
一
一
一
年
か
ら
の

勘
定
を
書
き
記
し
、
明
治
二
十
五
年
ま
で
七
一
一
一
年
間
に
わ
た
る
西
出
家
の
年
々
の
収
入
・

支
出
・
差
引
残
高
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
個
別
取
引
と
し
て
北
風
荘
右

衛
門
と
の
記
事
を
各
年
度
ご
と
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
金
山
間
姶
双
両
と
銀
十
一
匁
七
八
刀

北
風
荘
右
衛
門

米
千
石
売
出
利
分
以
く
の
如
し

。
，
百
問
拾
壱
同
と
銀
四
匁
問
分
士
官
版

伊
丹
屋
間
郎
兵
徹
・
北
風
荘
右
衛
門

’＇.IJ~I 142 

柏
町
粕
・
一
二
ツ
石
見
布

右
間
Ii好

。
四
拾
五
両
弐
分
と
銀
五
匁
コ
一
分
七
郎

北
風
荘
右
衛
門

鱒
〆
粕
売
出
し
利
分

〆
高
斯
く
の
如
し

出日近澄~縦日i671 



主
要
な
取
引
向
日
間
は
北
海
道
産
と
み
ら
れ
る
鰍
〆
粕
・
鱒
〆
粕
・
昆
布
の
ほ
か
、
米
な
ど
で
あ
る
が
、
米
の
場
合
は
っ
孫
た

衛
門
様
思
召
な
さ
れ
候
て
、
卯
（
天
保
二
年
）
凶
月
廿
二
日
兵
庫
支
に
て
お
買
入
れ
な
ら
れ
伎
と
こ
ろ
、
未
だ
売
払
い
市
中
さ
ず
候

え
ば
、
見
当
損
分
に
相
見
え
、
此
所
へ
出
し
」
な
ど
と
あ
り
、
売
買
も
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

ま
た
北
風
と
の
取
引
は
預
り
手
形
を
も
っ
て
、

「
問
姶
弐
両
弐
歩
と
銀
七
匁
五
分

一
年
あ
と
に
決
済
し
て
い
た
よ
う
で
、

北
風
荘
右
衛
門

炭
年
隙
〆
粕
延
売
代
金
州
敗
目
違
い
〆
高
山
川
く
の
如
し
」
な
ど
と
あ
り
、
北
前
船
主
河
出
家
と
北
風
と
の

取
引
信
用
関
係
を
示
し
て
い
る
。

江
蓑
岸
田
家
と

兵
態
北
風
家

北
風
家
が
特
に
北
海
道
の
問
屋
・
船
主
と
直
接
結
び
つ
い
て
取
引
の
あ
っ
た
の
が
、
江
差
の
岸
田
一
一
一
右
衛

門
で
あ
る
。
岸
田
中
本
は
能
登
正
院
村
（
石
川
県
珠
洲
市
）
出
身
と
い
わ
れ
、
江
差
商
人
の
な
か
に
あ
っ
て
つ
草

分
け
い
的
な
旧
家
で
あ
る
。
同
家
が
北
山
川
船
経
営
に
本
格
的
に
乗
り
出
す
の
は
寛
政
朋
と
み
ら
れ
、
同
地
の
関
川
与
左
衛
門
と

淀
ん
で
、
一
札
慈
北
前
船
絞
営
者
の
創
始
者
と
目
さ
れ
て
い
る
。

関
川
家
が
廻
船
問
屋
と
し
て
成
長
し
た
の
に
対
し
、

序
回
家
は
荷
受
問
屋
（
消
設
地
問
屋
）
・
仰
向
と
し
て
米
穀
酒
類
・
呉
服

太
物
・
漁
具
・
薬
価
悦
・
雑
貨
を
取
り
扱
い
、
さ
ら
に
海
産
物
尚
・
金
融
業
（
仕
込
綴
方
）
と
し
て
江
差
周
辺
の
上
ノ
国
か
ら
熊
石

に
い
た
る
前
浜
漁
家
に
対
す
る
融
資
を
通
し
、
ド
間
切
・
船
摘
の
利
権
を
掌
握
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
廻
船
を
所
有
し
、

北
前
船
主
と
し
て
幅
広
い
営
利
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
寛
政
J
慶
応
期
に
か
け
て
、
向
山
本
が
所
有
し
た
廻
船
は
、
栄
寿
丸
（
二

五
O
石
）
・
倣
汚
丸
（
一

0
0
0
5
・
第

長
久
丸
（
七
0
0
5
・
第
二
長
久
丸
（
四
O
O石
）
・
観
光
丸
・
観
幸
丸
・
貫
通
丸
・
観

力
丸
・
医
長
丸
・
請
保
丸
な
ど
二
，
般
に
及
ん
だ
が
、
な
か
で
も
、
栄
寿
丸
・
倣
寿
丸
は
い
わ
ゆ
る
千
石
船
で
、
江
清
一
仏
港
最
大

0) 

北
iJI) 

船
で、

あ
り

松
前
の
海
尚
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
米
儲
に
成
長
し
て
い
っ

672 tn四氷近tl士主i：会の変終



そ
の
取
引
先
も
日
本
海
沿
岸
の
東
北
・
北
陵
・
山
陰
か
ら
赤
間
関
・
豊
前
・
瀬
戸
内
の
各
港
に
及
ん
で
い
る
が
、
な
か
で
も

兵
庫
の
北
関
別
荘
右
衛
門
を
筆
頭
に
、
大
坂
の
伊
丹
屋
間
郊
兵
衛
、
京
都
の
糸
屋
忠
蔵
・
大
村
監
喜
右
衛
門
、
赤
間
関
の
米
屋
久

太
郎
、
敦
賀
の
丸
鹿
半
助
・
布
屋
士
口
右
衛
門
な
ど
は
有
力
な
取
引
先
の
廻
船
問
麗
筋
で
あ
っ
た
。

近！止後期の海巡第六節

北前船栄寿メLの運航状況（天保13年8月～問15年7月）

寄港地 年月日 寄港地 年月日

江主主出港 天保13. 8. 27 江差 U＼ 港 天保15. 5. 24 

ーヒ 下 I具！ 9. 8 目ヒ fH雲主II々淳 6. 5 

り讃 11皮多度津 9. 10 り長門下関 6. 7 

（ 小 豆 島 9. 23 
（ ：大 坂 6. 19 

阿波撚養 9.24 

芸書 EノE、 lヰZ F存 10. 1 呑

大坂Jll入間船 10. 16 

大坂 LU滋 天保14. 2. 26 大坂 fl＼滋 天保15. 6.20 

手口 よ主 宅努 2. 27 長ノ、： Jlli 潟E 6. 21 

兵 JllI 潟Z 讃岐多度津 6. 23 

下讃岐多度津 j 2. 29 ア 豊前 区I［野浦 6.29 

i安芸灘 i崎 3. 5 日F 関 7. 1 

下関 3. 13 佐渡小木 7. 9 

り長門家津 3. 17 り江差入浴 7. 15 

佐渡小木 3.26 
（ 

越 後椴谷i
（ 

4. 5 

4. 9 
幸喜 越後ru安婦f 番

佐渡小木 4. 14 

済El経鯵ケ沢
4. 25 

～5. 10 

江主主帰滋 5. 11 

表 174

」
の
う
ち
栄
寿
丸
に
つ
い
て
の
運

航
状
況
を
示
し
た
の
が
、
表
山
で
あ

る
。
同
船
は

f

－
反
帆
、

一
五
人
乗

で

五
O
石
積
、
沖
船
頭
は
士
口
太

郊
で
、
天
保
期
の
北
前
船
と
し
て
は

資料： r斧日j~訳文：;g:」（江f長女：化セ γタ一日！？蔵）

大
型
に
属
し
て
い
た
。
天
保
十
三
年

八
月
二
十
七
日
に
そ
の
年
の
ご

登
り
船
」
と
し
て
江
差
港
を
船
出
し

て
商
売
の
旅
に
出
て
、
十
月
十
六
日

に
大
坂
へ
入
港
し
、
船
聞
い
を
し
て

い
る
。
そ
し
て
翌
天
保
十
四
年
二
月

二
十
六
日
、
改
め
て
一
一
番
下
り
船
い

と
し
て
大
坂
を
出
港
、
途
中
寄
港
先

で
も
積
荷
を
し
な
が
ら
五
月
十
一
日

川
口
け
い近控室Ji::縦Ill673 



栄寿丸の売仕切〔天保13年9月～悶14:¥4月）

7巳~ {:!: 切
年月 ｜ヨ JJ& 官7C 先

金 第i

天保13. 9. 9 
下小限i倉屋佐次兵衛 冬鰐6仕切

河 2分2朱，銭285文

10. 10 
兵北)ljI風荘右衛門 羽6紛J4仕F切問3分，銀5.57匁

10. 11 
兵庫北風荘右衛門

｛土切日銀
949附 3分，銭623女；

10. 12 
兵庫北箆伊兵衛

仕切＇JIヨ録
23f<ITI 3分，銭339c交

10. 12 兵庫 仕切目録
めがE室長二郎 8両 1分2朱，銭262文

天保14. 2. 25 大坂 l修行：句J
三原屋安右衛門 302阿 2朱，銭882")(

2.28 
兵北庫原l務右i街門 延売2目阿録1 

27 分，銭634文

2. 
敦賀丸庭三｜三日！J 尚子168仕阿切, ~NS. 03匁

4. 9 
越後東出屋雲崎弥兵衛 売仕切

1, 577河 2分 1朱，銭27jfil)42文

丈lコ" 計 4, 279阿！匁分， l銭朱3， 
銀3.2 武617文

に
江
品
漁
港
に
帰
港
し
、
そ
こ
で
船
主
山
序
回
展

右
衛
門
に
航
海
中
の
酪
取
引
の
収
支
全
般
、

お
よ
び
船
中
掛
り
物
・
航
海
費
用
の
す
べ
て

に
つ
い
て
、
買
仕
切
・
売
仕
切
・
支
払
誌
な

ど
を
添
付
し
て
会
計
報
告
を
し
、
践
の
帳
簿

資料：「岸田家文；1LtJC江主長文化セγター！？？絞〕

に
記
入
の
う
え
、
収
支
差
引
現
金
と
寅
積
陶

表 175

日
間
を
渡
し
て
一
航
海
を
終
え
て
い
る
。

そ
し
て
翌
年
五
月
二
十
四
日
に
ユ
番
登

り
船
L

と
し
て
江
差
を
出
港
し
、
六
月
十
九

日
に
大
坂
入
津
と
同
時
に
、
翌
二
十
日
に
は

兵
庫
に
向
か
っ
て
出
港
し
て
い
る
。
六
月

十
一
日
兵
庫
を
出
港
の
あ
と
、
多
度
津
－

m

野
浦
・
小
木
に
寄
港
し
て
、
七
月
十
五
日
に

し
て
八
月
に
江
差
を
出
航
、
九
月
下
旬
に
大
坂
に
着
い
て
越
冬
し
て
い
る
。
こ
の
運
航
状
況
を
み
る
と
、
突
に
二
月
末
か
ら
翌

へ
帰
港
し
、
さ
ら
に
「
二
番
登
り
」
と

年
九
月
に
か
け
て
、
江
差
と
大
坂
間
を
二
往
復
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
明
治
二
十
年
代
に
は
年
二
聞
の
稼
働
は
一

般
化
し
て
く
る
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
実
に
効
率
の
よ
い
海
運
経
常
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

674 近世社会の変挙手第四i'j'i:



こ
の
栄
寿
丸
の
沖
船
顕
士
悶
太
郎
が
、

mm港
後
主
人
一
一
一
お
衛
門
に
よ
っ
て
、
売
買
の
各
仕
切
書
・
支
払
領
収
書
な
ど
の
証
拠
を

添
付
し
て
決
済
を
受
け
た
現
金
出
納
帳
の
寸
小
泣
帳
」
か
ら
、
登
り
荷
の
仕
切
だ
け
を
抽
出
し
て
表
示
し
た
も
の
が
表
出
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
年
間
二
往
復
の
北
前
交
易
の
経
営
収
支
の

端
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
江
差
で
買
い
入
れ
た
鰐
・
羽
鰍

・
練
粕
・
由
子
な
ど
は
、
出
雲
崎
・
敦
賀
・
下
関
・
兵
庫
・
大
坂
で
抜
売
し
、
そ
の
合
計
額
は
約
四
二
七
九
雨
余
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
売
上
金
の
な
か
で
、

の
北
風
が
取
り
扱
っ
た
主
が
か
な
り
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
売
上
金
に
対
し
、
登

り
荷
の
利
潤
を
計
算
す
る
こ
と
は
、

「
小
遣
帳
」
と
い
う
史
料
的
制
約
か
ら
算
出
で
き
な
い
。

し
か
し
四
千
両
を
超
す
売
上
金

、
。
〉
、

カ
F
，

か
な
り
の
収
益
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
ο

内
海
船
と
富
十

度
五
兵
衛

・
上
方
開
の
菱
痕
廻
船
や
待
遡
船
の
ほ
か
に
、
そ
の
中
間
に
位
践
す

う

っ

み

る
知
名
ノ
半
島
西
浦
に
、
買
積
船
と
し
て
の
地
方
遡
船
（
浦
廻
船
）
が
現
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
内
海
船
で
、

天
保
期
以
降
幕
末
期
に
か
け
て
、

知
名
／
半
’
防
関
浦
の
内
海
・
小
野
浦
・
野
間
を
木
拠
と
す
る
。

内
海
船
は
買
肢
を
中
心
と
す
る
営
業
形
態
を
と
り
、
航
海
ご
と
に
本
拠
地
に
茂
る
こ
と
は
せ
ず
、
東
は
江
戸
周
辺
、
問
は
瀬

一
戸
内
に
及
ぶ
各
地
を
、
商
品
を
積
ん
で
港
か
ら
潜
へ
売
買
・
運
送
を
行
う
廻
船
で
あ
る
。
天
保
十
一
一
一
年
に
大
坂
町
奉
行
阿
部
正

近世後期の海運

践
が
作
成
し
た

に
も
採
り
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
買
積
船
の
活
躍
こ
そ
、
高
口
仰
の
大
坂
市
場
へ
の
入
津
な
減
少

さ
せ
、
諸
色
の
物
価
騰
貨
を
も
た
ら
す
元
凶
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
内
海
船
の

っ
と
し
て
、
内
海
町
内
出
家
の
所
有
す
る
住
吉
丸
の
活
眼
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
関
す
る
研

第六節

究
に
よ
る
と
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
か
ら
文
久
一
万
年
（
一
八
六

）
ま
で
の
四
年
間
に
つ
い
て
の
住
吉
丸
勘
定
帳
が
残
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
住
吉
丸
の
運
航
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
住
吉
丸
が
兵
庫
に
入
港
し
た
と
き
の
廻
船
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問
屋
が
東
屋
五
兵
衛
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
住
吉
丸
は
卒
屋
の
客
船
で
あ
っ
た
。

住
吉
丸
は
瀬
戸
内
と
江
戸
・
伊
豆
方
面
を
活
躍
の
舞
台
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
と
し
た
の
は
兵
庫
で
あ
り
、
安
政
四
年

に
は
七
回
、
同
五
年
に
は
問
問
、
間
六
年
四
回
、
万
延
元
年
間
間
と
、
ん
句
作
頻
繁
に
兵
庫
を
最
大
の
取
引
先
と
し
て
寄
港
し
て

いヲ
Q

。
し
た
が
っ
て
そ
の
取
引
先
も
車
屋
五
兵
衡
を
は
じ
め
、
長
浜
麗
士
口
松
、
瓜
麗
清
助
、
岡
本
屋
徳
太
郎
な
ど
に
も
及
ん
で

い
る
が
、
取
引
の
圧
倒
的
な
中
心
は
車
屋
で
あ
り
、
か
っ
こ
の
京
農
は
商
品
売
買
の
取
引
問
屋
だ
け
で
な
く
、
廻
船
宿
を
も
兼

ね
て
い
た
。
そ
の
取
扱
い
商
品
は
、
米
・
大
一
旦
・
粕
・
塩
な
ど
生
活
必
需
品
で
、
箸
移
口
問
や
輸
出
品
で
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ

け
中
心
的
な
商
品
は
米
や
大
豆
の
い
わ
ゆ
る
主
穀
で
、
そ
の
う
ち
米
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
諸
港
お
よ
び
兵
庫
で
購
入
さ
れ
、
江
戸

・
伊
豆
方
面
に
運
ば
れ
て
い
る
。
大
豆
・
粕
類
は
兵
庫
や
江
戸
で
購
入
さ
れ
、
伊
勢
湾
沿
岸
に
運
び
込
ま
れ
て
い
る
。
塩
は
瀬

戸
内
諾
港
で
購
入
さ
れ
、
伊
勢
湾
沿
岸
諸
港
や
神
奈
川
な
ど
へ
運
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
運
航
状
況
の
一
端
を
み
て
み
よ
う
。
安
政
五
年
五
月
十
一
日
に
兵
庫
の

五
兵
衛
か
ら
粕
・
大
京
を
購
入
し
た
住
す

九
土
、
：
』

五
月
二
十
一
日
に
伊
豆
半
島
の
妻
良
に
入
港
し
た
。

し
か
し
そ
こ
で
は
結
局
積
荷
を
売
却
す
る
こ
と
な
く
、
二
十
六
日

に
出
港
し
、
遠
州
灘
を
引
き
返
し
て
鳥
羽
な
経
由
し
て
、
六
月
七
日
に
官
（
然
回
）
に
入
浴
し
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
米
屋
叉
七
に

積
荷
を
売
り
払
っ
て
い
る
。

度
は
兵
庫
で
積
荷
し
伊
豆
に
ま
で
出
向
き
な
が
ら
、
そ
こ
で
売
却
す
る
こ
と
な
く
ま
た
尾
張
熱

回
ま
で
引
き
返
し
て
売
り
さ
ば
く
と
い
う
行
動
パ
タ
！
ン
は
、
現
地
で
の
相
場
に
よ
っ
て
自
由
に
活
動
す
る
貿
積
型
廻
船
の
あ

り
方
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
安
政
六
年
九
月
二
日
に
は
、
住
吉
丸
は
矢
野
委
泉
州
店
で
「
一
克
入
」
を
受
け
取
っ
た
後
、
空
船
で
兵
庫
に
向
か
っ
た
。

兵
庫
に
入
浴
し
た
の
は
九
月
二
十
三
日
で
、
普
通
な
ら
ば
当
然
兵
庫
で
商
品
を
賀
い
積
む
べ
き
と
こ
ろ
、
翌
二
十
四
日
に
空
船
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で
兵
庫
を
出
港
、
途
中
多
度
津
に
寄
港
し
て
金
毘
羅
山
に
護
摩
札
を
泰
納
し
、
さ
ら
に
下
関
に
向
か
っ
て
い
る
。
十
月
十
七
日

に
下
関
で
銭
を
運
賃
積
し
、
こ
れ
を
一
千
戸
経
由
で
長
崎
ま
で
運
ん
で
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
兵
庫
で
得
た
情
報
に
基
づ
く
行
動
で

あ
っ
て
、
当
時
す
で
に
兵
庫
津
が
取
引
情
報
の
集
中
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
相
場
情
報
に
基
づ
い
て
迅
速
に

対
応
し
て
い
る
姿
で
あ
ろ
う
。

近i立後期の海運第六節
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